
 

 

 

 

 

 

既存木造住宅を対象に、暖冷房エネルギーの低減、室内環境の改善、耐震性能向上等を図る改修シス

テムを開発します。また、ここで開発する改修手法は、使用可能な既存部材を最大限に温存・活用しな

がら廃棄物や改修コストを抑えるようにします。 

 

 

改修手法は1970、1980年代建設の木造戸建住宅を対象とします。今年

度は、改修手法について、実住宅における試行と性能検証、コンピュー

タシミュレーションによる小屋裏への湿気流入防止手法と床下結露の防

止に関する検討を行いました。 

 

 

 

改修により、室内温熱環境が向上し、暖房負

荷の低減が図れることが確認できました。床下

結露防止のため、初期地盤含水率が高い場合に

は除湿し、また、地盤含水率が高く既存床断熱

が厚い場合には床断熱を撤去する必要があるこ

とがわかりました。第3種換気で室内を負圧と

して小屋裏結露を防止する手法を検討したとこ

ろ、現実的には難しいことがわかりました。 

来年度も検討を続け、改修システムの構築を

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暖房用灯油消費量 

 

 

 

 

 

 

床下の結露 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断熱改修の手法 

 

 

 

 

 

 

居間の温度と各室温度の差 
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■窓 
①既存サッシをそのまま使用 
②既存サッシはそのまま使用し、シン
グルガラスのサッシを新たに付加する
③サッシを交換する 

■床周りの断熱性能の向上 
基礎断熱を施工し、既存の床断熱
はそのまま使用する 

■外壁の断熱・気密性能の向上 
プラスチック系ボード状断熱材を外張
施工し、断熱材の取り合い部を気密テ
ープで処理する。 

■天井 
①既存断熱材をそのまま使用 
②既存断熱材はそのままで、ブロ
ーイング断熱材を新に付加する 
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